
（別紙３）

～ 2024年12月2日

（対象者数）34人 （回答者数）　31人

～ 2024年11月　22日

（対象者数）8人 （回答者数）　8人

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

障がい児成長支援協会の運動療育研

修や職員資質研修などを積極的に受

けている。

2

令和7年度より心理担当職員が常勤で

在中し、対応できるようになる。

3

地域行事への参加、イベントへの

協力依頼をより積極的に行ってい

く。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

活動に応じて机などを移動し、活動

のスペースを確保する。

市の施設（公民館、グラウンドな

ど）を借りる。

○事業所名 放課後ﾃﾞｲ　ゼロパワー

○保護者評価実施期間 2024年11月8日

○保護者評価有効回答数

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思わ

れること

事業所として考えている課題の要因等

施設環境 広さが十分にあるとは、いえない。

活動の区切りがつきにくい。

2024年11月　11日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2025年　2月　1日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待さ

れること

工夫していることや

意識的に行っている取組

○従業者評価実施期間

運動、リトミック、学習支援、移

動支援などの支援プログラムの充

実

学習支援に関しては、各自に適した課題

を用意し、教職免許保持者を中心とした

スタッフで個別に指導をしている。

運動、リトミックでは、参加する児童の

特性、レベルに合わせ、毎回立案してい

る。

家族支援 療育アドバイザーによる相談会を定期的

に開催し、保護者の悩みや進路相談への

アドバイスを行っている。

地域交流 地域の商店街の中にあるという立地を活

かし、イベント行事の参加やお店の方々

にご協力いただき、交流を持つ機会を

作っている。

事業所における自己評価総括表公表


